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装置の運用および保守について説明します。 


日常の保守 （38 ページ） 

日常使用する上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニング 
の方法について説明します。 

障害時の対処 （40 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照してください。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

保守ツール （44 ページ） 

保守ユーティリティの使い方について説明します。 

移動と保管 （45 ページ） 

本体を移動 • 保管する際の手順や注意事項について説明します。 

ユーザー サボート （47 ページ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 


ONL-520 005 01 -COMMON-OOO-02-l 005 





38 日常の保守 



ESMPRO/ServerManager 



アラートビューア 


STATUS ランプの確認 


N 81 42-36 EcoPowerGateway の DC 電源スイッチを〇 N にし、エンクロージャと接続した 
後、エンクロージャ背面のファンボックス上のステータスランプ表示を確認してください。 
ランプの機能と表示の内容については「ハードウェア編」の6ページをご覧ください。万一、 
本体の異常を示す表示が確認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を依頼してく 
ださい。 




本体の電源は、接続している N 81 42-36 EcoPowerGateway の DC 出カスイッチ 
で OFF / ON します。 


日常の保守 

装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行つ 
てください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を 
依頼してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPR 〇で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の巳31\/^8〇/361^「1\/1311336「にアラートが通報されていないか、常に注意するよ 
う心がけてください。 ESMPRO / ServerManagei ^ D 「アラートビユーア」でアラートが通報 
されていないがチェックしてください。 

♦ ESMPRO でチェックする画面 

,ぬハ ^ 防 1 m こ I a JAtJJ .IAIHIJ -!□! x| 
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クリーニング 


装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 



AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• 電源ケーブルを差し込んだまま取り扱わない 


エンクロージャのクリーニング 

エンクロージャの外観の汚れは、柔らかい乾いた布で汚れを拭き取ってください。汚れが落 
ちにくいときは、次のような方法できれいになります。 



• シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になります。 


• ケーブル、エンクロージャ背面のコネクタ、本体内部は絶対に水などで 
ぬらさないでください。 


1. エンクロージャの電源が OFF (接続している N 81 42-36 EcoPowerGateway の 
DC 出カランプが消灯）になっていることを確認する。 

2. エンクロージャ背面に接続された DC 電源ケーブルを抜く。 

3. DC 電源ケーブルのコンタクトピン部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をぬるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

5. 汚れた部分を手順4の布で少し強めにこすって汚れを取る。 

6. 真水でぬらしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 












40 障害時の対処 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPR 〇 /Se 「 \/e 「 Manage 「を使って障害の発生箇所を確認 
し、障害がハードウェアによるものがソフトウェアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 

障害がハードウェア要因によるものがソフトウェア要因によるものかを判断するには、 
巳 31\/^8 〇 /361^ 「 1\/|311336 「が便利です 〇 
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モジュールエンクロージャ 内の 
障害発生箇所、および障害内容を確認 


障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当する 
ことがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 



- . 

ゴ EZEmmhlmil 

i=mmmmmmr 

11 1 1 U i iIMai I U H E i El lsr 

Jrmmmmmlin 

r rUSI 3 rullllll.usllul s lulr.usllul sm luli 
isms 皿 s _ IM.lM.MIl«. slssll J«. si IMIuilil 

jLJlnMlnlnlnln Irl lnltllnlnm Irl ln Irl SMlnlnii 

I 0»>11财顧 nit 腿 g 咖画飄 i 卿 mil 咖腿飄 》 腿 g 咖 I 咖咖| 

い £Er : : i !rl:t こ 

_«auth]u0*3*tiju0* 位 3tk3I3utfe]u;Jth3J3uIn 































運用•保守編 41 


エラーメッセージ 


本体になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラー 
メッセージの種類について説明します。 


サーバ管理アプリケーションからのエラーメッセージ 

管理用ポートと接続した端末に管理ツール （ ESMPRO / ServerManager ） をインストール 
しておくと、本体に何らかの障害が起きたときに管理用端末のディスプレイから障害の内容 
を知ることができます。 

各種アプリケーションのインストールや運用方法については、インストレーションガイドや 
ユーザーズガイドを参照してください。 

ESMPR 〇を使ったシステム構築や各種設定の詳細についてはオンラインヘルプで詳しく説明 
されています。 





42 障害時の対処 



思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、本装置と接続している管理用端末のディスプレイの画面 
に表示されたメッセージを記録してから、保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

[?] 雷源が ON にならない 

□ 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

— DC 電源ケーブルが N 81 42-36 EcoPowerGateway に接続されていることを 
確認してください。 

- 専用の DC 電源ケーブル ( K 410-213) を使用してください。また、 DC 電源 
ケーブルの被覆が破れていたり、コンタクトピン部分が折れていたりしてい 
ないことを確認してください。 

□ 接続した N 8142-36 EcoPowerGateway が正常に起動していますか？ 

- N 8142-36 EcoPowerGateway の AC 電源コードが電源規格（定格）に合っ 
たコンセントに接続されていることを確認してください。 

-► N 81 42-36 EcoPowerGateway に添付の AC 電源]—ドを使用してください。 

また、 AC 電源コードの被覆が破れていたり、プラグ部分が折れていたりして 
いないことを確認してください。 

- 接続したコンセントのブレーカが〇 N になっていることを確認してください。 

□ 接続した N 8142-36 巳〇〇卩〇\^「6316\^ソ側の？〇\«巳1^スイッチを押しましたか？ 

-► N 81 42-36 EcoPowerGateway の POWER スイッチを押して、電源〇 N 

( Power ランプが緑点灯）にしてください。 

- DC 出カスイッチを押して DC 出力〇 N ( DC 出カランプが緑点灯)にしてくださ 
い0 

[?] ネットワーク上で認識されない 

□ ケーブルを接続していますか？ 

-本体背面にあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフェースの規格に準拠したものであるこ 
とを確認してください。 

-► 本体へ搭載するモジュラーサーバ側のユーザーズガイド内トラブルシュー 
ティングをご参照ください。 
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障害情報の採取 


万一本装置に障害が起きた場合、ステータスランプの確認の他に、管理用端末上からもさま 
ざまな障害発生時の情報を採取することができます。 





44 保守 ツール 


保守 ツール 

本体に添付の EXPRESSBUILDER 内には保守ツールが格納されており、本装置の予防保守、 
障害解析、設定等も行えます。 
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移動と保管 

本体を移動 • 保管するときは保守サービス会社に連絡して、ラックからの取り外しを依頼し 
てください。 



警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• 電源ケーブルを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 


AA 

AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 主# 

• 装置を引き出した状態にしない 

参 カバーを外したまま取り付けない 
參 指を挟まない 

• 古:日:す音 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 



• フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 


• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。装置を保管する場合は、保 
管環境条件（温度： -10 〜 55° C 、 湿度： 20〜80%)を守って保管して 
ください（ただし、結露しないこと）。 


1. 本体に接続の N 81 42-36 EcoPowerGateway 側 DC 出カスイッチを OFF ( DC 出 
カランプ消灯）にする。 

2. 本体に接続している DC 電源ケーブルをコネクタから抜く。 

3. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

4. 本体に搭載しているモジュラーサーバをすべて取り外す。 

5. ラックに搭載している場合は、13ページを参照して本体をラックから取り出す。 

6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと梱包する。 
















46 移動と保管 


■"0本装置やオプションのフアンボックスは、寒い場所から暖かい場所に急に持ち 
込むと結露が発生し、そのまま使用すると誤動作や故障の原因となります。装 
置の移動後や保管後、再び運用する場合は、使用環境に十分なじませてからお 
使いください。 
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ユーザーサポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してくださ 
い0 


保証について 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生し 
た場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』および 
この後の「保守サービスについて」をご覧ください。なお、本エンクロージャは N 8100- 
1 635 Y Express 5800/ E 11 Ob - M の内蔵オプシヨンとして定義されます。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 



• 弊社製以外（サードパーティ）の製品、または弊社が認定していない装 
置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につい 
ては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本体の上面に、製品の形式、 SERIAL No. (号機番号)、定格、製造業 
者名、製造国が明記された銘板が貼ってあります。販売店にお問い合わ 
せする際にこの内容をお伝えください。また銘板の号機番号と保証書の 
保証番号が一致していませんと、保証期間内に故障した場合でも、保証 
を受けられないことがありますのでご確認ください。万一違う場合は、 
，販売店にご連絡ください。 


銘板 













48 ユーザー サポート 


修理に出される時は、天板に貼付されている銘板、またはスライドタグに記載されている型 
番、号機番号を伝えます。 



製品名 一-►モジュールエンクロージャ （ Iway ) 


1111111111111111111111111111111111111111 ^—バーコ-ド 


保証書に記載されている保証を受けるためには、ユーザ登録が必要です。 
インターネット （ ClubExpress サイト）よリユーザ登録を行ってください。 
< http :// club . expresss . nec . co . jp > 
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修理に出される前に 


「故障かな？」と思ったら、以下の手順を行ってください。 

1. 電源ケーブルおよびスイッチ八ブと接続している LAN ケーブルが正しく接続され 
ていることを確認します。 

2. 「障害時の対処 （40 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載さ 
れている処理を行ってください。 

3. 本装置に搭載しているモジュラーサーバ側の「障害時の対処」をご参照してくださ 
し、該当する症状があれば記載されている処理を行ってください。 

4. 本装置に接続している~8142-36[〇〇卩〇\/\/8「6316\/\^7側の「障害時の対処」を 
ご参照してください。該当する症状があれば記載されている処理を行ってくださ 
い0 

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際に本体のランプの表示やディ 
スプレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによるア 
ラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先につ 
いては、付録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 


この装置は日本国内仕様のため、 NEC の海外拠点で修理することはできませ 
ttra ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に出される時は次のものを用意してください。 

□ 保証書 

□ 故障時のランプ情報やディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

□ 障害情報 （43 ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サービ 
ス会社から指示があったときのみ用意してください。） 

□ 本体•周辺機器の記録 

□ 天板またはスライドタグに記載されている型番、号機番号 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後5年です。 
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保守サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認定した保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安心の上、 

ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 


保寸サービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあた 
ります。この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービス 
を実施させていただくもので、お客様との間に維持保守契約を結 
ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意しています。 
詳しくはこの後の説明をご覧ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。 
保守または修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容に 
よって異なります。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。 
サービスの詳細については、 

「 PC サーノ ゞ サポート/情幸 g ( http :// suppo 「 t . express . nec . co . jp / pcse 「 ve 「/ )」 
をご覧ください。 


• サービスを受けるためには事前の契約が必要です。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 
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情報 サービス について 


本製品に関するご質問•ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL . 03-3455-5800 (代表） 

受付時間/9:0〇〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

[NEC コーポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 

製品情報やサポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング（株）ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用 
品、施設工事などの情報をご紹介しています。 





52 メモ 




